
（項番は最終報告書に対応）

項目 ﾍﾟｰｼﾞ

３ 世界最高水準の研究教育に相応しい研究大学として
の財源の構造
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教育経費

32.4

7% 研究経費

53.7

12%

教育研究支援経費

37.3

8%

受託研究・共同研究・受

託事業費等

93.5

20%

人件費

218.0

47%

一般管理費

27.7

6%

その他（財務費

用、雑損等）

1.5

0%

東工大2019決算

支出

464.1億円

人件費

71.1 

39%

教育研究費

98.8 

54%

一般管理費

11.0 

6%
財務費用 1.1 

1%

OIST2019決算

支出

182.0億円

人員等
①教員 82
②研究ユニットスタッフ 469
③研究支援スタッフ 102
④事務スタッフ 359
⑤学生数（大学院） 226 

人員等
①教授 348
②教員（①を含む） 1,044
③職員数 608
④学生数（学部） 4,922

（大学院） 5,526

単位：億円

授業料収益

0.9

1%

運営費補助金等収益（資産見返補助金等

戻入を含む）

174.4

95%

受託研究・共同研究等収入

3.9

2%

寄附金・補助金等収益

0.7

0%

その他(宿舎料､雑益､財務収益等)

2.8

2%OIST2019決算

収益

182.8億円

②東京工業大学/国立大学

①OIST/私立大学

運営費交付金収益

204.8

44%

学生納付金等収益（授業

料・入学料・検定料）

57.0 

12%

受託研究・共同研

究・受託事業収益

116.5 

25%

寄附金収益

11.7 

3%

補助金等収益

18.9 

4%

その他（施設

費収益・財務収

益、雑役等）

57.6 

12%

東工大2019決算

収益

466.5億円

※各大学決算資料(2019年)、OISTWebサイト(2021年5月)、Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021

世界最高水準にある大学の財務構造（その１）
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人件費

466.3

60%

物品およ

び業務委託

費

136.7

17%

外注費

45.0

6%

減価償却等

83.5

11%

水道光熱費

18.0

2%

支払利息

34.2

4%

CALTECH
営業費用

783.7億円

(1ドル=108円)

人件費

1,483.5

67%

その他の営

業費用

591.7

27%

減価償却

115.0

5%

振込費用

32.7

1%

ETH
支出

2,222.8億円
(1スイスフラン=121円)

人員等
①教授 300
②研究員 600
③従業員数 3,900 
④学生数（学部） 901

（大学院）1,330

単位：億円

人員等
①教授 520
②科学スタッフ 6,400
③技術・事務職員数 3,000
④学生数（学部） 18,460

（大学院） 4,960
※①～③は常勤換算

スイス連邦政府拠

出

1564.5

68%

研究収入(州政府、企業等)

430.8

19%

寄附・遺贈

145.2

6%

授業料等

37.5

2%

自己収入（利息収入等）

66.6

3%

関連事業体との合弁

事業収支

39.9

2%

ETH
収入

2,284.5億円
(1スイスフラン=121円)

③Caltech/私立大学
（ジェット推進研究所を除く）

④ｽｲｽ連邦工科大学
ﾁｭｰﾘｯﾋ校/国立大学

※各大学決算資料(2019/2020年)、caltech-at-a-glance 2020-2021、ＥＴＨWebサイト「ETHの数字(2020)」

連邦政府研究

助成金(直接

費）

224.9

28%

連邦政府以外研究

助成金(直接費）

37.4 

5%基金運用収入

169.2

21%

間接経費等

164.1

21%

寄附金等

89.8

11%

授業料、学生

財政支援等

44.2

5%

販売・サービ

ス、その他

68.8 

9%

CALTECH
経常収益

798.4億円

(1ドル=108円)

世界最高水準にある大学の財務構造（その２）
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政府補助金・助成金

575.6 

53%

授業料等

244.1 

22%

利息及び投資収入

17.3 

2%

寄附金

126.0 

12%

補助サービス及びその他収

入

78.0 

7%

繰越金

45.1 

4%

香港科技大

収益

1,086.1億円

(1元=17円)

教育研究費

522.6 

62%

図書館、中央情報設備費

44.5 

5%

その他教育

研究関連費

18.0 

2%

管理及び事務経費

75.1 

9%

施設・設備費

130.7 

15%

学生及び一般教育

関連費

50.5 

6%

その他経費

5.4 

1%

香港科技大

支出

846.8億円

(1元=17円)

人員等
①教員 699
②学生数（学部） 10,305

（大学院）5,890

省庁からの助成金

898.5 

59%

授業料等

250.0 17%

研究助成金

(非省庁)

101.6 

7%

賃貸料収入

59.5 

4%

投資による利益

52.1 

3%

寄附等

33.7 

2%

利息収入、雑収入、そ

の他助成金等

114.0 

8%

南洋理工大学

収入

1,509.4億円

(1Sドル=82円)

人件費

783.3 

53%

有形固定資産の減価償却等

223.6 

15%

教育研究費

193.7 

13%

管理費

118.3 

8%

メンテナン

ス

67.4 …

奨学金費用

62.5 

4%

その他の費用

31.0 

2%

南洋理工大学

支出

1,479.8億円

(1Sドル=82円)

人員等
①教授 217
②教員（①を含む） 1,688
③研究スタッフ 3,276
④事務・技術職員数 3,012 
⑤学生数（学部） 24,579

（大学院） 7,767

⑤香港科学技術大学
/公立大学

⑥南洋理工大学
/国立大学

※各大学決算資料(2019/2020年)、香港科技大学Webサイト「事実と数字」(2020.9)、NTU AT A GLANCE 2020

世界最高水準にある大学の財務構造（その３） 単位：億円
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政府補助金・助成金

575.6 

53%

授業料等

244.1 

22%

利息及び投資収

入

17.3 

2%

寄附金

126.0 

12%

補助サービス及びその他

収入

78.0 

7%

繰越金

45.1 

4%

香港科技大

2019決算

収益

1,086.1億円

(1元=17円)

開
学
２
８
年
目

香港科学技術大学、東京工業大学の財源の経年比較

開
学
８
年
目

※決算資料(1998/1999年, 2019/2020年),Fact Book1998/1999,香港科技大学Webサイト「事実と数字」(2020.9)／Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 2006、2019-2020

人員等
①教員（常勤換算） 699
②学生数（学部） 10,305

（大学院） 5,890

単位：億円

運営費交付金収益

204.8

44%

学生納付金等収益（授業

料・入学料・検定料）

57.0 

12%

受託研究・共同研

究・受託事業収益

116.5 

25%

寄附金収益

11.7 

3%

補助金等収益

18.9 

4%

その他（施設

費収益・財務収

益、雑役等）

57.6 

12%
東工大

2019決算

収益

466.5億円

人員等
①教員 1,054
②特任教員 468
③学生数（学部） 4,866

（大学院） 5,491

法
人
化
１
６
年
目

法
人
化
３
年
目

運営費交付金収益

213.7

55%学生納付金等収益（授業料・

入学料・検定料）

51.5

13%

受託研究・共同研究・

受託事業収益

63.9

17%

寄附金収益

8.9

2%

補助金等収益

11.2

3%

その他（施設費収益・財務

収益、雑役等）

37.5

10%

東工大

2006決算

収益

386.7億円
人員等

①教員 1,138
②特任教員 85
③学生数（学部） 5,001

（大学院） 5,080

113

大学助成委員会

定期交付金

220.9

79%

授業料等

42.3

15%

利息及び投資

収入

12.0

5%

その他収入

3.4

1%

香港科技大

1998決算

収益

354.0億円

（1香港ﾄﾞﾙ=14円）

人員等
①教授 467
②教員(①を含む) 543
③①②以外の職員 2,148
④学生数（学部） 5,655

（大学院） 1,862
※①～③常勤換算



参考となる海外大学の例（その１）

※各大学のWebｻｲﾄ情報、ﾈｲﾁｬｰ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ、ｲﾝｻｲﾄを基に内閣府が作成(2021.4時点)

０．沖縄科学技術大学院大学(OIST)(日本) １．東京工業大学(日本) ２．カリフォルニア工科大学(CALTECH)(アメリカ) ３．ISTオーストリア(オーストリア)

Okinawa Institute of Science and Technology Tokyo Institute of Technology California Institute of Technology Institute of Science and Technology Austria

2011年 1929年 1920年 2009年

私立大学 国立大学 私立大学 国立大学

単一の研究科

6学院（理学院､工学院､物質理工学院､情報理工学院､生
命理工学院､環境･社会理工学院）､リベラルアーツ研究
教育院､科学技術創成研究院

6学科27専攻（生物・生物工学、化学・化学工学、工
学・応用科学、地質学・惑星科学　等）

7分野の研究トラック（生物学、コンピュータサイエン
ス、数学、神経科学、物理学、データサイエンス、科学
コンピューティング）

沖縄科学技術大学院大学は、国際的に卓越した科学技
術に関する教育研究を行う。そして、そのような教育
研究を通じて、沖縄の自立的発展に貢献するととも
に、日本さらに世界の科学技術の発展を促進し、持続
させる。

世界を舞台に科学技術の分野で活躍できる人材の輩出と
地球規模の課題を解決する研究成果によって社会に寄与
し、長期目標である「世界最高の理工系総合大学」の実
現を目指す。

教育と一体化された研究を通じて、人間の知識と社会の
利益を拡大する。

高い仲間意識を持ち、学際的な雰囲気の中で、科学技術
の最も困難で根本的な問題に取組み、優れた学生が社会
の創造的なメンバーになるよう教育を行う。

自然科学と形式科学の分野で卓越した基礎研究を行い、
世界トップレベルの研究機関に発展することを目指す。
世界クラスの基礎研究や次世代の科学リーダーを育成す
るために、科学教育と技術移転を支援し、科学管理のベ
ストプラクティスを実施する。

学部生 - 4,922名（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 901名(caltech-at-a-glance 2020-2021) -

大学院生 226名(外国人割合84%)/(大学Webサイト 2021/5) 5,526名（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 1,330名(caltech-at-a-glance 2020-2021) 223名

教授数（OISTはPI数） 82名(外国人割合63%)/(大学Webサイト 2021/5） 348名（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 約300名(caltech-at-a-glance 2020-2021) 114名

研究者数(OISTは研究ﾕﾆｯﾄｽﾀｯﾌ数) 468名(外国人割合54%)/(大学Webサイト 2021/5） 1,044名（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 約600名(caltech-at-a-glance 2020-2021) 179名

462名(大学Webサイト 2021/5) 608名（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 約3,900名(caltech-at-a-glance 2020-2021)/従業員数 286名

総収入 182.8億円(2019年決算) 485.3億円(2019年度決算報告書) 798.4億円（1ﾄﾞﾙ 108円） 202億円（1ユーロ 130円）

うち補助金（運営費）割合 約95%(2019決算) 約46.8%（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 0%（運営費見合の補助金は投入されていない） 約90%

うち共同・受託研究費 3.9億円(2019年決算) 200.1億円（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021） 不明 不明

489位　→　369位 80位　→　100位 31位　→　31位 500位以下　→　418位
360位 97位 23位 415位
9位 100位以下 17位 3位

｢Web of Science｣掲載論文数 2,748 29,725 40,313 2,172
Top1%論文 2.07% 1.35% 4.17% 2.62%
Top10%論文 14.70% 10.38% 22.97% 22.15%
国際共著率 62.99% 34.77% 52.24% 78.55%
産業共著率 3.20% 5.37% 3.62% 2.39%

○学際・融合領域研究の推進（学際･融合的な研究推進
　のための環境整備）
○少人数教育（S：T＝３：1で小規模で手厚い教育・研
　究支援を実施）
○入学時に３つのラボローテーションの実施
〇Times Higher Education世界大学ランキング対象外
　（学部がないため）。

○日本最高・最大の理工系総合大学で、伝統的な理学系
　工学系に加え、情報系、バイオ系、社会・経営系をカ
　バーする。
○指定国立大学（世界最高水準の教育研究活動の展開が
　相当程度見込まれる国立大学法人を文部科学大臣が指
　定することができる制度｡東大･京大等9大学を指定｡）
○ノーベル賞受賞者　2名
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて300-350、アジア42位。

○少人数教育（S：T＝3：1で小規模で手厚い教育・研究
　支援を実施）。授業の７割近くを20名未満の少人数で
　実施。
○NASAや国立科学財団などの政府関係機関から助成を受
　けた研究が数多く行われている。50を超える研究セン
　ターと研究所があり、大学として将来性の高い研究に
　予算を戦略的に重点的配分を行っており、論文ストッ
　クと論文数の伸び､質の高さを安定して維持。
○ノーベル賞受賞者　44名
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて4位。

○1年生の間、３つのラボローテーションを実施。
○2019年時点では､53の研究グループで構成されており､
　2026年までに約90の研究グループに成長する見込み。
〇Times Higher Education世界大学ランキングでは対
　象外（学部がないため）。

ｲﾝｻｲﾄ
2012～
2020
(2021.4
時点)

ネイチャーインデックス2020 →　2021
ネイチャーインデックス2019
ネイチャーインデックス2019(規模補正)

うち科研費割合　約1.5％
2.7億円、122件

新規採択率33.3%（文科省公表2019）

うち科研費割合　約9.0％
47.3億円（うち間接経費相当10.5億円）、1,038件
（Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021）

新規採択率32.1%（文科省公表2019）

- ※予算措置は10年単位(政府支出は外部資金の獲得状況に
より変動)｡2017年から2026年は最大1,820億円(1ユーロ:130
円換算)を支出し､このうち最大1,287億円は､外部資金の獲
得成果を勘案してオーストリア連邦政府が支出(上限はある
が､獲得額と同額を支出)し､残りの478億円は州政府が支出｡
（2019年時点）

特徴的な取組、特筆すべき点

学生数

研究人員

事務・技術職員数

財務

特記事項

学校の設立趣旨・使命

英語表記

設立年

設立形態

研究科構成
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参考となる海外大学の例（その２）
４．スイス連邦工科大学チューリッヒ校 ５．香港科技大学(中国) ６．南洋理工大学(シンガポール) ７．浦項(ポハン)工科大学(POSTECH)(韓国)

Swiss Federal Institute of Technology Zurich The Hong Kong University of Science and Technology Nanyang Technological University Pohang University of Science and Technology

1855年 1991年 1991年 1986年

国立大学 公立大学 国立大学 私立大学

建築・土木工学、工学科学、自然科学・数学（薬学が含
まれる）、システム自然科学（農学、地球科学、環境科
学、人間医学等）、公共政策

理学、工学、経営、人文社会科学、学際融合、ジョイン
ト

工学カレッジ、科学カレッジ、人文科学・芸術・社会科
学カレッジ、ビジネススクール、医学部、学際研究大学
院

4学部11学科（数学、物理、化学、生命科学、新素材工
学、創意ＩＴ融合工学、産業経営工学等）

スイスの繁栄と幸福に貢献し、国の重要な資源の保護を
提唱する。
将来の国家インフラを開発するために必要な知識を生み
出すとともに、スイスのエリーの専門的およびキャリア
の機会を向上させることを目的として設立。
時代の変遷や産業構造の変化を取り込む絶えざる見直
し・改革を行っており、科学技術を専門とする大学に変
化。

国際的に大きな影響力を持ち、地域に強いコミットメン
トを持つ一流の大学になる（大学の目標に「香港の経済
社会発展を促進・支援し、香港の文文化を豊かにする」
と記載）。中国返還前に香港にアジアを代表する研究教
育機関をという目標のもと、当時の香港総督Edward
Youdeと地元議員が中心となって開学。

＜ミッション・ビジョン＞
科学技術を基盤とし、学際的な教育・研究を通じてリー
ダーを育成し、社会的なインパクトを生み出すグローバ
ルな大学 。

鉄鋼会社POSCOが設立。
韓国と人類社会発展のため切実に必要な科学と技術の奥
深い理論と広範囲な応用方法を深く研究し、少数の英才
を集め、質の高い教育を実行することによって、知識と
知性を兼備した国際水準の高級人材を養成すると共に、
産学研協同の具体的な実現を通じて研究結果を社会に伝
播することによって、国家と人類に奉仕する。

学部生 18,460名 10,305名 24,579名 1,432名

大学院生 4,960名 5,890名 7,767名 2,151名

教授数（OISTはPI数） 520名 不明
217名（ほかにｱｿｼｴｲﾄ･ﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ583名、ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ
363名）

283名

研究者数 6,400名（Scientific staff） 699名（常勤教員数、兼務20名を含む） 1,688名（教員数）、3,276名（研究スタッフ） 663名

3,000名 不明 3,012名 1,363名

総収入 2,284.5億円（１ｽｲｽﾌﾗﾝ：121円） 894.5億円(2019)(1香港ドル：14円) 1,509.4億円（1ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ：82円） 352億円(1ﾄﾞﾙ 110円)

うち補助金(運営費)割合 68.5% 約53% 約60% 不明

うち共同・受託研究費 430.8億円 151.2億円（2019）(1香港ドル：14円) 481.3億円(2019→2020) 不明

16位　→　19位 59位　→　72位 42位　→　48位 192位　→　167位
７位 101位 34位 146位
13位 23位 46位 43位

｢Web of Science｣掲載論文数 63,857 22,201 60,074 17,127
Top1%論文 3.28% 3.29% 2.97% 1.73%
Top10%論文 20.78% 20.99% 19.24% 13.74%
国際共著率 64.95% 38.45% 62.18% 35.63%
産業共著率 4.20% 2.76% 2.31% 7.22%

○教授の大半は欧米の著名大学出身者であり、米国流の
　ケースメソッドを中心としたスタイルを採っている｡
　データサイエンス､サステナビリティ､公共政策､AI･ロ
　ボット、デザイン思考と起業家精神を重点研究分野に
　位置づけている。
○学生が学びと研究に集中できるように、潤沢な給付型
　奨学金を提供（年間450万円〜280万円）。
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて56位､THEアジア大学ランキング2020において5位｡

－
財務

特記事項

ネイチャーインデックス2020　→　2021
ネイチャーインデックス2019
ネイチャーインデックス2019(規模補正)

ｲﾝｻｲﾄ
2012～
2020
(2021.4
時点)

－

英語表記

設立年

設立形態

研究科構成

※研究助成金等167億円（47.5%）、基金収入64.4億円
（18.3%）、授業料31.9億円（9%）、寄附金＆特別助成金等26.4
億円（7.5%）、その他62.3億円（17.7%）（2019年）

学校の設立趣旨・使命

特徴的な取組、特筆すべき点

学生数

研究人員

事務・技術職員数

－

○毎年約90件の特許申請や1996年以降設立された355社の
　スピンオフ企業、世界各地の800社を超える企業との連
　携など、研究成果が経済界や社会に還元されている。
○学費は年間約1,460ｽｲｽﾌﾗﾝ（1ｽｲｽﾌﾗﾝ:121円換算で約
　18万円）と低く抑えられている。
○４分野（個別化医療と関連技術、データサイエンス、
　高度な製造、エネルギー研究）を重点分野に指定。
○ノーベル賞受賞者21名
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて､14位｡QS世界大学ランキング2021において第6位。

○少人数教育（S：T＝3：1で小規模で手厚い教育・研究
　支援を実施）
○POSCOが運営資金を提供｡国等からの公的資金は措置さ
　れていない。
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて151位､THEアジア大学ランキング2020において15
　位｡

○世界トップクラスの研究推進を目的とした国策の研究
　重視型大学。世界各国から優秀な教員を招聘。企業と
　の共同研究を積極的に推進している。
○国立教育研究所、国際問題研究所、地球環境科学研究
　所､環境生命科学研究センター､南洋環境水研究所､エネ
　ルギー研究所などの世界クラスの研究機関を包含して
　いる。
○学生の卒業後の競争力を高める観点から､学際的な学習
　や起業家精神を育てる教育を重視したカリキュラムを
　編成するとともに、学際的研究を強化している。
○Times Higher Education世界大学ランキング2021にお
　いて47位､THEアジア大学ランキング2020において6位。

※各大学のWebｻｲﾄ情報、ﾈｲﾁｬｰ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ、ｲﾝｻｲﾄを基に内閣府が作成(2021.4時点) 115



「OIST戦略計画2020-2030」（OISTが2019年７月に策定）における収入・支出の予測

116※OISTホームページより
（2021.8時点）



（項番は最終報告書に対応）
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３ 世界最高水準の研究教育に相応しい研究大学として
の財源の構造

109

・世界最高水準にある大学の財務構造 110
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OISTの今後の展開についての論点整理

※各年の収支予算書を参考に内閣府が作成（第33回～第35回検討会で検討）

ＰＩ数

2030Lab3整備 Lab4整備
2023

Lab5整備＊

＊完成により全体として100名のＰＩが収容可能に

＜世界最高水準の研究教育に相応しい研究大学としての規模＞

＜科学技術振興による沖縄振興、日本の発展への貢献＞

＜今後の展開に向けてOISTに求められること＞

＜国の財政支援と資金構成の多様化＞

【OISTの設立構想】

〇学園法及びミッションステートメント

〇世界最高水準の科学技術に関する教育

研究を実施することを目的とする大学

○世界の科学技術の発展に寄与するとと

もに、沖縄の自律的発展、ひいては我

が国経済社会の発展に資する

〇世界最高水準、柔軟性、国際性、世界

的連携、産学連携を基本理念とする

開学

資金
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